
　道の駅へのホテル誘致
　　　　　　　　　などを視察

福祉産業建設委員会

　
令
和
５
年
10
月
４
日
か

ら
６
日
ま
で
、
道
の
駅
へ

の
ホ
テ
ル
誘
致
、
５
町
32

社
に
よ
る
周
辺
地
域
連
携
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組

み
、
複
合
的
な
福
祉
事
業
、

日
本
一
を
目
指
す
子
育
て

支
援
事
業
、
道
の
駅
と
子

育
て
支
援
施
設
の
併
設
な

ど
、
参
考
と
な
る
施
策
に

取
り
組
む
２
市
３
町
を
訪

問
し
た
。

10
月
４
日

三
重
県
大
台
町
道
の

駅
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致

　
道
の
駅
北
西
に
設
置
し

た
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

・
バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
三

重
お
お
だ
い
は
、
観
光
を

起
点
に
地
域
経
済
の
活
性

化
を
目
指
す
事
業
で
、
地

域
の
人
々
と
の
交
流
や
道

の
駅
と
の
往
来
を
促
す
設

計
と
な
っ
て
い
る
。

　
従
業
員
は
地
元
採
用
し
、

地
域
雇
用
の
創
出
に
寄
与

し
て
い
る
。

三
重
県
多
気
町

５
町
32
社
連
携
で
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
に
挑
戦

　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
の
来
場
者

数
は
、
年
間
３
５
０
万
人

程
度
で
推
移
し
、
指
標
で

の
集
客
数
は
10
倍
。

　
運
営
に
お
け
る
課
題
は

渋
滞
対
策
で
、
来
場
者
の

８
割
が
利
用
す
る
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
直

結
は
、
行
政
と
連
携
し
た
。

　
入
口
が
２
か
所
に
な
り
、

渋
滞
を
緩
和
で
き
た
。

10
月
５
日

三
重
県
桑
名
市

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取

り
組
み

　
民
間
事
業
者
も
巻
き
込

ん
だ
、
二
酸
化
炭
素
排
出

生
型
施
設
を
整
備
し
、
支

え
手
と
受
け
手
の
枠
を
超

え
、
互
い
に
支
え
合
う
関

係
性
を
創
出
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
は
、
隣
り
合
う

施
設
の
子
ど
も
達
を
見
て
、

自
然
に
笑
顔
に
な
り
活
力

を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
各
施
設
の
事
務
室
を
一

部
屋
に
集
約
す
る
こ
と
で
、

事
務
の
効
率
化
に
努
め
て

い
る
。

10
月
６
日

岐
阜
県
大
垣
市

日
本
一
を
目
指
す
子

育
て
支
援
事
業

　
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

対
応
し
た
子
育
て
支
援
を

推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
核
家
族
化
や
母
親
の
社

閉会中の委員会レポート

行政視察
10月4〜6日

会
復
帰
の
早
期
化
に
対
し
、

保
育
や
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
の
整
備
、
発
達
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

岐
阜
県
大
野
町

道
の
駅
と
子
育
て
支

援
施
設
の
併
設

　
道
の
駅
で
は
、
ス
ー
パ

ー
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
、

駐
車
場
に
は
、
路
線
バ
ス

の
ハ
ブ
機
能
が
備
わ
る
。

　
西
濃
厚
生
病
院
が
隣
接

す
る
な
ど
、
常
に
人
流
を

見
込
め
る
環
境
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
施
設
が

併
設
さ
れ
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
屋
内
環
境
が

特
色
。
そ
の
場
で
利
用
登

録
で
き
、
町
外
の
利
用
者

が
多
い
。

量
削
減
が
課
題
と
さ
れ
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
グ
リ

ー
ン
資
産
創
造
課
を
市
長

直
轄
化
す
る
な
ど
、
組
織

を
再
編
成
し
て
い
る
。

　
公
民
連
携
手
法
を
活
用

し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
て
お
り
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
基
金
条
例
制
定
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

や
技
術
革
新
の
加
速
化
に

よ
り
２
０
５
０
年
の
目
標

達
成
を
目
指
す
。

三
重
県
桑
名
市

多
世
代
共
生
施
設
事
業

　
地
域
を
つ
な
げ
る
場
づ

く
り
と
し
て
、
多
世
代
共

「三重おおだい」の建物

ゼロカーボンを学ぶ

施設ごとに説明を受ける

木のぬくもりを感じる遊具
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　水害防止対策、
　　　就農者育成施設等を視察

総務教育委員会
行政視察

10月31日
〜11月2日

　
令
和
５
年
10
月
31
日
か

ら
11
月
２
日
に
か
け
て
、

市
街
地
を
水
害
か
ら
守
る

た
め
、
河
川
の
越
水
を
防

ぐ
治
水
対
策
や
就
農
者
の

育
成
施
設
、
ま
た
総
合
体

育
館
、
歴
史
博
物
館
の
設

立
に
参
考
と
な
る
施
策
を

展
開
し
て
い
る
、
二
つ
の

自
治
体
を
訪
問
し
た
。

10
月
31
日

新
潟
県
見み

附つ
け

市

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」活
用
に

よ
る
洪
水
被
害
防
止

　
田
ん
ぼ
の
水
を
た
め
る

能
力
を
利
用
し
て
、
豪
雨

時
に
可
能
な
限
り
田
ん
ぼ

に
水
を
た
め
、
河
川
水
位

の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
、

洪
水
被
害
を
低
減
す
る
の

が
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
役

目
で
あ
る
。（
下
図
参
照
）

　
こ
の
地
域
の
よ
う
に
、

広
い
田
ん
ぼ
が
有
効
で
あ

る
が
、
ア
イ
デ
ア
と
し
て

大
変
参
考
に
な
る
。

11
月
１
日

新
潟
県
新
潟
市

ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
農
業

体
験
と
就
農
支
援
事
業

　
日
本
初
の
公
立
教
育
フ

ァ
ー
ム
で
、
子
ど
も
た
ち

の
農
業
体
験
と
、
生
産
者

の
６
次
産
業
化
支
援
を
し

て
い
る
。

　
幸
田
町
も
子
ど
も
た
ち

亀
田
総
合
体
育
館
の

運
用
状
況

　
平
成
８
年
に
総
事
業
費

約
68
億
円
で
オ
ー
プ
ン
。

　
利
用
者
が
多
く
、
住
民

に
は
欠
か
せ
な
い
施
設
と

な
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
多
様
な
予
約
シ
ス
テ
ム

が
良
い
。

11
月
２
日

新
潟
県
新
潟
市

し
ろ
ね
大
凧
と
歴
史

の
館

　
し
ろ
ね
大
凧
合
戦
は
、

毎
年
６
月
上
旬
に
５
日
間
、

川
の
両
岸
か
ら
凧
を
揚
げ
、

相
手
の
凧
綱
を
引
っ
掛
け

て
、
切
れ
る
ま
で
引
き
合

う
勇
壮
な
祭
り
で
あ
る
。

　
祭
り
期
間
中
は
休
校
し
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
地
域
全

体
で
凧
づ
く
り
に
関
る
こ

と
で
、
後
継
者
育
成
に
貢

献
し
て
い
る
。

　
制
作
費
は
、
町
内
会
費

や
広
告
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

賄
っ
て
い
る
。

新
潟
市
歴
史
博
物
館

「
み
な
と
ぴ
あ
」

　
平
成
16
年
３
月
開
館
。

　
新
潟
港
開
港
の
歴
史
や
、

水
害
に
苦
労
し
て
い
た
住　

民
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　
小
学
校
な
ど
の
学
び
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、

当
日
も
多
く
の
児
童
が
訪

れ
て
い
た
。

亀田総合体育館の内部展示された大凧を見る委員

ソーセージを作る子どもたち

の
農
業
の
学
び
の
場
創
り

を
も
っ
と
推
し
進
め
た
い
。
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